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No.

外構平面図

２

+25.10

+25.10

※IH等電気は15Aまで（1.5kw）

※火気使用禁止とする。

+25.10

+25.50

+25.15

止水栓

底:24.22

排水管VPφ
100

1.04
%

汚水

24.44底
25.05天

24.34底

24.65天

1.0%雨水

100程度

程度

(1
1
87
)

(M
IN
3
00
)

+
25.50

+25.10

+25.05

25.00+

+
24.95

本体最終配管（フレキ管）～桝まで

S1

S2

+25.50

→形状調整

※植栽工事

既設止水栓

既存コンセントポール

※屋根雨水は植栽帯へ流す

に

X4

い

X1

（出入口）

3.000

2
.0
7
9

2 Y2

Y11

1
.9
6
2

2.610195 195

使用時は排水は汚水桝蓋を開け 計画建物

排気塔

コクチナシ

植栽工事コクチナシ 0.62㎡

エッジ-1

中低木植栽基盤図

現況ダスト舗装のまま

計画建物下、撤去品を

樹木形状寸法0.30～0.49参照

鋳鉄蓋に取替

既設
既設エッジ-1

撤去、一部移設

計画建物下

既設コクチナシ

撤去、一部移植

土間舗装-1（ダスト舗装）

やり替え

現況コクチナシのまま

計画建物下、撤去品を移植

一部再利用

エッジ-1

計画建物下、撤去品を

一部再利用

部

部

既設雨水排水管

既存電気配線

既設汚水桝

既設汚水桝移動

延長し桝へ差込、放流とする。

散水栓1型 新設

HI
VP

13
φ

2.
9m

※使用時は本体～既存コンセントポールは、

露出電気ケーブルにて接続とする。（別途）

250

給
水
管
新
設

※使用時は本体～新設散水栓1型 は、

露出ホースにて接続（バンド留）とする。（別途）

【電気工事】 ①参照

①

②

【給水工事】 ②参照

③参照【排水工事】

③

既存分電盤

N

外構平面図 1/30

図示
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No.

S=1:10(A1)/1:20(A3)

仕上げレベル

舗装、砂利等

(
外

径
)

2
0
0

▽計画面

埋設表示シ－ト

W=150ダブル

植栽基盤・舗装(別途計上)

基
礎

高
H

管明示テ－プ

不洗砂

HIVPφ13～50

給水管

管種管径

HIVPφ50

HIVPφ13

HIVPφ40

HIVPφ25

寸法表

60

18

48

32

260

218

248

232

基礎高H外径D

10m当り

備 考

材料表給水管

規 格

W=150 ダブル

不洗砂

管明示テ－プ

埋設表示シ－ト

砂

HIVPφ50

HIVPφ40

名 称

HIVPφ13

HIVPφ25

φ40

m

m3

m

m

m

0.9

10.0

10.0

0.9

10.0

10.0

1.0

10.0

10.0

10.0

単位

m

m 10.0

φ13

数 量

10.0

φ25

1.0

10.0

10.0

10.0

φ50

給水管

/1:4(A3)

水栓詳細図

S=1:2(A1)S=1:5(A1)

断面図

/1:10(A3)

図示3

打ち込みアンカー呼φ13、固定金具含む

1
5
0

対応最小Ｒ1000mm

スチールエッジ t3.0 h150 SS400タールエポキシ塗装

舗装、砂利等

仕上げレベル

S=1:20 散水栓-1

@450 33.5429@450

断面図

1

S=1:10(A1)/1:20(A3)

エッジ-1

45042933.5
4
0
0

1
5
0

4
0
0

2725

立面図

S=1:10(A1)/1:20(A3)

1）他要素との取り合いを詳細に示した施工図を作成し、監督員の確認を得ること。

4S=1:10(A1)/1:20(A3) 給水管2

4）スチールエッジは(株）第一機材「SED-150」同等品以上とする。

3）サンプルを提出し、監督員の確認を得ること。

土間舗装-1

2）角度が変化する取り合いの部分ではずれが生じないように配慮すること。

46
ハンドル:カギ式

PJ1/2

61

61

φ46

14
6
6

45
°

89

φ
16

.5

「SB3-CB」同等品以上10.0個

第一機材㈱

第一機材㈱

「SB3-FLOS」同等品以上

備 考

10箇所当り

散水栓本体 個

本ボックス

茶筒型散水栓 ステンレス製

φ139.8

ハンドル：カギ式 10.0

10.0

数 量単位規 格名 称

▽GL

φ100

φ300

□400

茶筒型散水栓ボックス

ステンレス製

インサートナット M8

散水栓基礎(PC)

砕石基礎 RC40

φ139.8

自動継手散水栓

10
0

2
00

1
00

2
50

コンクリート基礎

散水栓-1型 材料表

1.60m2RC-40,t=100基礎砕石

※１)他の要素との取り合いを詳細に示した施工図を作成し、監督員の確認を得ること。

※２)散水栓ボックスは(株)第一機材「SB3-FL OS錠ロックなし」同等品以上とする。

2)表層安定剤は所定量を均一に散布し、適度の散水を行いながら転圧すること。

1)均一に敷均し、散水、転圧及び不陸整正を繰り返して所定の高さ及び厚さに仕上げること。

（路床整地）

転圧

石灰岩ダスト（φ2.5mm以下）

表層安定剤120kg

(数量は100m2当たりとする。)

転
圧

後
4
0

【歩行者対応】

400

1
0
0

10
0

6
0
0

７

部分詳細図(１)
図示
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No.

中低木植栽基盤5 no scale

中低木断面詳細図

0.011

0.016

0.021

0.034

0.051

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.081

0.110

2 0.6 2

2 0.6 2

2 0.6 2

2 0.6 2

0.002

0.004

0.005

0.008

0.013

0.330

0.370

0.410

0.460

0.540

0.310

0.330

0.360

0.430

0.480

0.050

0.050

0.050

0.080

0.080

4

5

7

13

18

0.020

0.026

0.035

0.049

0.077

0.018

0.023

0.031

0.043

0.068

0.022

0.0320.690

0.610 0.560

0.610

0.100

0.100

29

37

0.111

0.156

0.098

0.137

4

6

8

11

17

24

34

H
′

L

W

h

H

GL

根鉢

客土改良材混合比率（施肥量は1本当たり）

鉢容量V

黒曜石パーライトφ4〜25mm

排水層

低木

中木

酸素管

φ150

材内訳客土

樹木形状寸法

)m(樹高

79〜0.0.50

0.99〜0.80

491.〜1.00

1.99〜1.50

記号

鉢径

m

L

鉢深

m

′H

容量鉢

m3

V

径植穴

m

W

植穴深

m

H h

厚排水層

m リットル

排水層必要量

m3

現場発生土

m3

（×1.1）80%

4※残土量

m3 本

本数 長さ

m

キャップ

酸素管

個

49〜0.0.30

0.29〜

2.49〜2.00

0.17

0.20

0.22

0.26

0.30

0.15

0.35

0.10

0.12

0.13

0.16

0.19

0.08

0.23

3※客土量

（×1.1）20%

リットル

複合土壌改良材

マルチング t=50 のり入り、防炎、国産ヒノキ樹皮マルチング

現場発生土80%複合土壌改良材20%

改良客土

5.マルチングはt=50mm、のり入り、防炎、国産ヒノキ樹皮マルチングとする。

4.根元側まで低木地被植栽、芝生植栽を行うこと。ただし、根鉢との取り合い上で植栽しきれない箇所については、指定のマルチング敷きとする。

3.残土量＝改良材+(鉢容量×1.1)+(排水層必要量×1.1)

2.植穴深さは排水層の厚みを考慮し1.1倍とする。

1.樹木の成育に配慮し、客土量は上記一覧表に基づく数量とする

※

給水設備詳細図 止水栓3型,4型6

止水栓ボックス

▽GL

正 面 図

B1

断 面 図

止水栓

B-1

止水栓ボックス

塩ビ管VUφ200

モルタル

φ13及びφ25用

止水栓

6
00 4
5
5

2
0

1
0
0

3
3
0

330

φ170

φ216

330

10

-

備 考

10箇所当り

4.6

1.3

0.07

10

10

10

3型
規 格

B-1

φ25用

単位

個

個

m

m3

m2

4.6

1.3

0.07

-

VUφ200

1：3

φ13用 個

止水栓

止水栓

止水栓3型,4型 材料表

止水栓ボックス

塩 ビ 管

モルタル

同上型枠

名 称
数 量

4型

S=1:10(A1)/1:20(A3)

８

部分詳細図(２)
図示
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